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る。彼は 22 年 11 カ月間という長期政権を実現し、権力の座から自ら降りたアフリカでは数少ない人物で
ある。そうした彼に対する国内人気は現在でも根強い。 
2011 年、タンザニアの人々は独立 50 周年記念を祝った。新聞には初代大統領ニエレレに関する記事が数
多く掲載された。近年の民主化の影響をうけて、その中にはこれまでタブーとされていたニエレレ批判も
みられたが、彼に対する再評価の声は高く、テレビのコメディー番組やポピュラー音楽において彼の言動


















ローズバークの研究（Jackson &Rosberg 1982）は評価されてきた。 
この本の中で、こうした研究動向を受けて次の４つの研究課題が指摘されている(佐藤 2007：8)。第 1 に、
長期政権の中で時代とともに変化した統治者像を再構成する必要性、第 2 に、統治者を法制度、官僚制度、
軍隊といった国家の諸要素との関連においての分析、第 3 に、統治者と「国民」との関係に関する研究、
そして第 4 に、一国の歴史において統治者が果たした意義の検討である。第 1 と第 2 の項目が示すように、
これまでのアフリカのリーダーに関する研究は主に政治学的視点で考察され、その多くがアフリカ社会の
近代化という文脈における政治システムを重視した研究であることがわかる。そして第 3 と第 4 は、独立
後半世紀以上経過したアフリカ社会を再考する必要性と国家の主体としての国民を考察する必要性が述べ
られている。近年、研究が進むにつれて、政治の制度化が進む一方で個人的ネットワークや利害関係とい
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 1922 年 4 月 13 日に、ニエレレはタンザニア北東部のビクトリア湖地域にあるブティアマ村に生まれた。
彼の父親は、ザナキ族（Zanaki）の首長で 22 人の妻を持っていた。ニエレレの母親は 5 番目の妻で 4 人の
男子を生み、ニエレレは次男であった。彼は、幼少のころより賢さが際立ち、地方長官の勧めで 12 歳の時
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 この作品の原題は The Merchant of Venice である。ニエレレはその翻訳に際し Mabepari wa Venisi と訳して












1968 年、『ジュリアス・シーザー』の翻訳本の改訂版が出版されている。初版本のタイトル Julius Caesar
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1999 年 10 月、ニエレレはかつて留学していたイ
ギリスの病院で白血病のため死去した。彼の死はタ
ンザニア国民に大きな悲しみをもたらした。彼の後
にこれまで 3 人の大統領が誕生し、現在は 2005 年に


































   「ニエレレは、部族主義が嫌いだった。彼はタンザニアが一つになることを我々に説いた。









































































































































































































                                                        
１ 2012 年 3月の日本貿易振興機構、ナイロビ事務所作成、「タンザニアの政治・経済概況」、p.8 参照。 
２タンガニーカ独立に至る経緯については、『アフリカ人の覚醒―タンガニーカ民族主義の形成』（川端 2002）を参照。  
３ Nyerere 1995, Our Leadership and The Destiny of Tanzania, p.15 参照。 
４ ニエレレが 1946 年 11 月にマケレレ大学の雑誌編集者に宛てた手紙（エジンバラ大学図書館、CLX-A-16、Folder1 に収録）。 
５ ニエレレが 1960 年 5月 5 日付でシェパーソン教授に宛てた手紙（エジンバラ大学図書館、CLX-A-16、Folder1 に収録）。2012 年 3月
8 日、タンザニア、ブティアマ村で行った Jack Nyamwaga 氏とのインタビューより。 
６ 憲法学の授業では、Alexander Hamilton, John Jay and James Madison の The Federalist が読まれた。国の調和や統一におけう政治的、
文化的多様性の問題を論じるこの本は、ニエレレのタンザニア憲法やパン・アフリカニズムの考えに影響を与えたと考えられる。 
７ 1963 年 12月 28 日付のニエレレの手紙（エジンバラ大学図書館、CLX-A-16 folder1 に収録）。 




１０ 筆者が、2012 年 2 月に実施したタンザニア調査の際に、マケテ県庁内にて許可を得て撮影した。 
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 African leadership has been characterized as a personal rule under a patrimonial system or oligarchy. Many perceive 
it as problematic and expect its disappearance through the process of the making of a modern state. However, scholars 
recognize that a patrimonial system in African has not vanished, but has even continued under a process of 
democratization. Julius Nyerere, the first president of the United Republic of Tanzania, is considered to be one of its 
representative figures. Although many African leaders have fallen into political and social condemnation, his leadership 
has been praised for its equality and political cleanliness. In 2011, the Tanzanians celebrated the fiftieth anniversary of 
the founding of their nation. In response to this sense of reflection, Nyerere’s political philosophy has been discussed 
and revalued by scholars, politician and the people of Tanzania.  
This article examines his continuous influence over Tanzanian life and searches the roots of his political philosophy in 
his early experiences of studying at the University of Edinburgh, especially as a student / a scholar of Shakespeare’s 
plays. Then, it discusses the peoples’ memories and evaluation of Nyerere, based on data from fieldwork conducted in 
Tanzania in 2012. The ideas of unity and peace on which Nyerere emphasized in his nation building are considered as 
key notions for sustaining current Tanzanian Society. 
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